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岩手県監査委員では、県の行財政の適正な運営に資するため、県の財務に関する事務や経営に係る事

業などが公正かつ効率的に執行され、県民福祉の増進に寄与しているかどうかについて、県民の視点から

監査等を行っています。 

 

この「監査だより」は、監査において指摘や注意を行った不適切な事務処理の事例や監査等に関する最

新の情報等を掲載することにより、職員の業務執行に役立てていただくとともに、広く県民の皆様にお知ら

せし、県の行財政運営への信頼確保に寄与することを目的として、これまで概ね年間４回のペースで、約９

年間にわたって発行してきているものです。 

 

 職員の皆様には、「監査だより」において指摘や注意がなされた事例を自分の所属や自分の事務処理で

も起こり得るリスクととらえ、これらの発生原因や改善策を学ぶことにより、このような事案が繰り返される

ことのないよう組織的に取り組んでいただくとともに、監査等に関する最新の情報を把握し、行政サービス

の安定的、持続的、効率的かつ効果的な提供に役立ててくださるようお願いします。 

 

 監査は、誤りを発見してそれを摘発することが主たる目的ではなく、いかにすれば公正で、合理的かつ効

率的な行政を確保できるかを最大の観点としております。 

 

折しも、本年６月９日に地方自治法等の一部を改正する法律が公布され、

長、監査委員等、議会、住民が役割分担の方向性を共有しながら、それぞれの

有する強みを活かして事務の適正化を確保することが重要であるという認識の

もと、内部統制に関する方針の策定や監査制度の充実強化などが図られるこ

とになりました。 

 

県民の皆様におかれましては、この「監査だより」を通じて監査制度に関する

理解を深めていただくとともに、職員の皆様におかれましては、県行政の信頼

性を高めるため、監査等の着眼点やその結果を有効に活用し、本県の行財政

事務の一層の水準向上に努めてくださるようお願いします。 

 

 

 

                                監査委員事務局長 熊谷正和 

 

 

 

 

 

同じような事例がないか、チェックしてみてはどうでしょうか？ 

 

予備監査で見つかった不適切な事務処理事例についてその内容を紹介します。 

同じような事例はありませんか。未然防止のため、チェックしてみてください。 

☆ 最 近 の予 備 監 査 事 例 から ☆ 

 

☆ 平成 29年度「監査だより」の発行にあたって ☆ 

査委員事務局長からのメッセージ ☆ 

 



 

 

 

 

                                             

各所属で通勤手当の随時確認が実施されていることと思いますが、確認

が不十分であったため、通勤手当を多く支給している事例がありました。 

高速道路利用に係る通勤手当は、要件を満たした上で、「その利用に係

る料金を負担することを常例としている場合」に認められ、認定区間を常例

として利用していることが必要ですが、自己都合などで常例として利用して

いなかったため、支給の要件を満たさない月が生じたことにより、手当を返

納することとなったものです。 

高速道路利用に係る通勤手当が支給されている職員がいる場合、通勤

手当の随時確認の際に、その利用実態についての確認が必要です。 

具体的には、 

① 認定されている利用区間と一致しているか。 

② 認定された区間を認定どおり利用しているか。（常例として利用しているか。） 

③ 使用している自家用車に変更はないか。（普通車と軽自動車では料金が異なります。） 

について確認することとなります。 

今一度、通勤手当の随時確認について内容を確認してみてください。 

 

 

 

 

                                              

私用車を公務上で使用する場合は、私用車の公務上使用禁止の例外と

して私用車の公務上使用を承認する必要がありますが、私用車使用届出

簿の提出を受けずに旅行命令を行っている例がありました。 

通勤経路であっても、出張で私用車を公務上使用する場合は届出及び

承認手続が必要ですので、忘れずに手続をしてください。 

  また、車検証や運転免許証の写しなどの関係書類の添付、更新も確認

してください。 

 

 

 

  

 

「監査だより」で何回か掲載しているところですが、昨年度の監査においても、  

「備品管理一覧表の未整理」が散見されます。 

6 月には備品管理一覧表が出力されています。備品管理一覧表と現物との確

認を必ず行いましょう。 

＜次の点もチェック＞ 

○ 供用の手続きは済みましたか。 

○ 備品管理一覧表の点数と現物の点数が一致していますか。 

○ 寄贈されたものはありませんか。備品登録されていますか。 

○ 故障や陳腐化により、使用できないままに長期保管しているものはありま  

せんか。 

 

物品担当職員と実際に物品を使用する職員との連携が不可欠です。 

通勤手当の随時確認の内容は適切ですか？ 

備品管理一覧表と現物の確認をしていますか？ 

私用車使用届出簿を提出して出張していますか？ 



 

 

 

 

監査委員は、財務に関する監査のほか、特定のテーマを設定し、その行政事務の執行

について監査する“行政監査”を実施しています。 

平成２９年度は、県行政と密接に関連することも多い各種公益法人について、県によ

る指導監督が適切に行われているか等を検証し、法人運営の適正性を確保することによ

り、県行政の推進に資することを目的として、「県の所管に属する公益法人の指導監督体

制について」をテーマに実施する予定です。 

今後、実施の詳細を決定した上で、関係機関に対し行政監査調書の作成等を依頼す

ることとしておりますので、その際は、御対応をよろしくお願いいたします。 

 

☆ 平成２９年度行政監査（特定テーマ）の実施について ☆ 

 


